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問 題

近年，大学でのコミュニケーション能力の育成

に期待が集まっている。また 厚生労働省（ ）

は「若年者就職基礎能力」の中で意思疎通・協調

性・自己表現力の必要性をあげている。そこで高

岡ら（ ）は、大学生のコミュニケーショ

ン能力として重視されている社会的スキルを高め

るためのプログラムを開発し，継続してその効果

検証を行っている。

本研究では，高岡ら（ ）のプログラムを同

じ担当者，同じ測定尺度で実施した， 年間のデ

ータ（ ）について有効性を調査し，特に

どのスキル向上に役立つのかを検証することを目

的とした。

方 法

対象者 女子大学生 名（平均年齢 歳，

）がプログラムに参加した。

プログラムの概要 本プログラムは各 分，全

回で構成され（高岡ら， ），第 回は心理

教育を行い，第 回～第 回は社会的スキル訓練，

第 回中間演習，第 回～第 回は問題解決ス

キル訓練を中心に扱った。例えば，「話の聴き方」

の回では，話し手・聴き手・観察者に分かれ，指

示に従って様々な聴き方を試してみるワークを含

めるなど，グループワーク中心の内容となってい

る。また，実生活への般化のため，毎回ホームワ

ークを課した。

測定尺度 ①機能的アサーション尺度（ ，

），② 邦訳版（

丸山ら， ），③

短縮版（ ：笹川ら， ），を使用した。

①は得点が高いほうが，②は低いほうがスキルが

高く、③は得点が低いほうが他者から評価懸念が

少ないことを示す。また問題解決スキル訓練の前

後には，特定の問題場面において思いつく解決法

をできるだけ多く挙げるという課題を課した。

測定時期 すべての尺度について介入前と中間

演習後（第 回），介入後に測定を行った。

結 果

プログラム効果を検討するため，機能的アサー

ション尺度， ， を従属変数，時期（介入前，

中間，介入後）を独立変数とする 要因分散分析

を行った。その結果 にのみ有意な時期の主効

果が認められ， 法による多重比較を行っ

たところ，介入前よりも中間・介入後に他者懸念

が低下していることが明らかとなった。 。

効果サイズとして介入前後の ’ を算出

したところ， の効果サイズは となり

小～中程度とされる効果サイズであった（竹内ら，

）。

また，問題解決スキル訓練前後における解決法

の案出数の増加について対応のある 検定を実施

したところ，有意な増加が認められた（（ ） ，

）。

各尺度得点の推移と効果サイズ

考 察

研究結果から 本プログラムを実施することで，

他者からの評価を気にしすぎることなく安心して

コミュニケーションをとることができるようにな

った可能性が示唆された。特にプログラム前半の

社会的スキル訓練においては，グループワークの

中で自己開示を行う機会が多くあり，構造化され

た質の良いコミュニケーションを経験することが

評価懸念を少なくしたと考えられる。また，後半

の問題解決スキル訓練前後の解決法案出数につい

ても大きな増加が認められたことから，問題場面

に出会った際に柔軟な発想で多くの可能性や解決

法を考え出すことができるようになったと示唆さ

れる。

一方で，アサーションスキルや問題解決スキル

の尺度得点からは効果を認めることができなかっ

た。これらは，社会的スキル訓練の効果をアサー

ションスキルに絞って測定したこと，問題解決ス

キルについては訓練の直後に測定したことで，実

際の効果を十分に測定できていなかったことが考

えられる。対象者からは，コミュニケーション能

力向上に大きく役立ったという感想も多かったこ

とから，今後は質的な変化についても検証してい

く必要があると考えられる。

介入前 中間 介入後 F値 多重比較 ｄ （前‐後）
機能的アサーション

問題解決スキル

前＞中・後

（　）内は標準偏差, ｄ ＝効果サイズ, 前＝介入前, 中＝中間, 後＝介入後
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大学生が資料の内容をまとめる活動に関する一考察
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問題と目的

大学において能動的な学修が重視されるように

なった今日，従来多く行われてきた講義形式の授

業以外にも学生同士の学び合いを含む授業が多く

行われるようになってきている。筆者の授業の中

でも学生たちで意見を交換しあったり，情報を伝

えあったりする方法をとることがあるが，どのよ

うな情報をどのように伝えているのかを把握する

のが難しいという課題がある。伝える側がどの程

度の情報を持ち，どのような伝え方をしているの

かによって，教室全体の学びの質は大きく変わっ

てくるだろう。

本研究では，ジグソー形式を取り入れた大学の

授業において，他者に説明するために情報を準備

するという目的で配付資料の情報をまとめる際に，

どのような情報をどのようにまとめているのかに

ついて検討することを目的とした。

方 法

対象

「教育心理学」の授業の受講生 名を対象と

し，課題のデータ提供への同意を得た。受講生の

中には高校 年生から大学 年生までが混在して

おり，扱う内容についてあらかじめ持っていた知

識は様々であった。

手続き

「発見学習」「有意味受容学習」「プログラム学

習」という つの題材について，ジグソー形式を

取り入れた授業を行った。今回の授業のねらいと

しては，上記 つの学習について理解することお

よびジグソー学習や反転授業の経験をすることに

より，それらの学習の特徴について学ぶことであ

った。

受講生には つの題材のうち つが担当として

割り当てられた。担当する題材に関する配付資料

を読み込むとともに，適宜他の資料などから補足

しながら，「他の人に説明できる」ように内容をま

とめることを予習課題として求めた。この状態で

授業に参加し，授業内で同じ題材を担当した者同

士が内容確認を行った上で，異なる題材を担当す

る者に教えるという流れで授業を行った。

本研究では授業に参加する前の段階で各自が予

習課題としてまとめたものを回収し，内容の分析

を行うこととした。

分析

各受講生から回収した予習課題に書かれた内容

について，配付資料との対応や記述内容について

分類することとした。そこで，配付資料の情報に

ついて，そのままの表現で一文以上言及されてい

るもの，自分なりにまとめ直しているもの，誤情

報（誤字，用語などを含む）が含まれているもの

の 種類に分類した。また配付資料以外を用いた

説明については，今回の題材に関する正しい情報，

学問的に誤った情報の 種類に分類した。

結果と考察

に示すように，ほぼすべての受講生が

配付資料の情報や表現をそのまま用いる形での説

明を自身の課題に取り入れていた。このうち，

名の課題には配付資料そのままの情報しか書かれ

ていなかった。つまり，配付資料に書かれた情報

を「抜き出し」「つなぐ」作業を「まとめる」作業

として行っていた可能性が考えられた。

また，まとめた情報に配付資料内外からの誤情

報が含まれる受講生が 名存在した。配付資料

以外の情報も参考にする中で誤った理解をしてそ

の情報を書き加えた者や，配付資料の情報を読み

間違えたりする者も少なからず見られたというこ

とである。中には，漢字を読み間違ったまま異な

る語として書いたり，文章として意味が通じない

ものを書いたりしている者も見られた。このよう

に，資料を読む段階で正しく読めておらず，その

情報をもとにまとめることで意味が通じなくなっ

ており，自身の書いたものについても本当に理解

できているのかが怪しまれるケースもあった。

以上のように，個々の受講生がそれぞれ取り組

んだ予習課題の段階で理解のレベル差があり，準

備された情報の質の違いにつながっていることが

示唆された。

予習課題に含まれていた情報

（重複あり）

配付資料情報 配付資料外

資料

どおり

まとめ

直し

誤情報 正情報 誤情報
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